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平成 26年 6月末時点の受託資産残高(AUM)について 
 

 平成 26年第 2四半期末（平成 26年 6月末）の当社グループ AUMは、下記の通り 1兆 2,527億円となりまし
たのでお知らせします。 
 

記 
＜AUMの推移*＞ 

 増加額 減少額 純増減額 期末残高 

平成 25年度 ― ― ― 1兆 2,063億円 

平成 26年度 
第 1四半期 1,578億円 931億円 647億円 1兆 2,710億円 

平成 26年度 
第 2四半期 310億円 493億円 △182億円 1兆 2, 527億円 

累計額 1,889億円 1,425億円 464億円  

*注:当社グループ内で運用するファンド間での売買を含みます 
 
平成 26 年第 2四半期においては、オフィスビルに関する新規ファンドや J-REIT の物件取得等を中心として

合計約 310億円のAUMが増加した一方、物件売却が順調に推移したこと等により、AUM減少額が 493億円と
なりました。 
当社グループは、好調な市場環境の変化に柔軟に対応し、機動的な物件売却を進めていく一方、今後も

AUMの成長を着実に進めていく所存です。 
 
＜第 2四半期主な新規案件(グループ外からの案件)＞ 

アセットクラス 所在 投資家 物件規模*1 

オフィスビル 東京都 ケネディクス・オフィス投資法人 小規模 

オフィスビル 3物件 東京都 外資系投資家 小規模 
*1:ポートフォリオ毎の取得価格合計による分類。小規模：50億円未満、中規模：50億円以上 100億円未満、大規模：100億円以上 
 

以 上 
注：当社グループでは、以下の基準で受託資産残高の集計を行っています。 

▬ 当社グループがアセットマネジメント業務等を受託している不動産案件が対象です。 
▬ 取得時の物件購入価格（税抜）で集計し、取得付随費用やバリューアッド費用（物件価値を上昇させるための資本的支出）等のコストにつ

いては、本来は会計上の簿価を構成するものですが、受託資産残高には含まれていません。 
▬ 当社グループが一時的に自己勘定で取得し、アセットマネジメントを行っている物件が含まれています。また、当社の関係会社が資産運

用を受託している J-REIT（ケネディクス・オフィス投資法人、ケネディクス・レジデンシャル投資法人、日本ロジスティクスファンド投資法人、
およびケネディクス・プライベート投資法人）が保有する物件も含まれています。 

▬ 受託資産残高は、今後の受託資産の売却等により減少する可能性があります。 


